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二
〇
〇
四
年
一
一
月

原
爆
文
学
研
究
会
報
｜

｜

第
一
二
号

原
爆
文
学
研
究
会

複
数
の
人
間
が
同
時
に
体
験
し
た
出
来
事
を
表
象
す
る

同
時
異
図
法
的
手
法

と
き
、
個
々
人
の
物
語
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
像
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う

手
法
が
あ
る
。
原
爆
の
表
象
に
お
い
て
も
こ
の
「
同
時
異
図
法
的
手
法
」
と
も

．
．
．
．

言
う
べ
き
手
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子

『
ピ
カ
ド
ン

に
は
、
物
語
の
冒
頭
と
結

』（
一
九
五
〇
年
八
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
書
店
）

末
に
「
お
あ
ば
あ
さ
ん
」
の
物
語
が
置
か
れ
る
が
、
中
間
部
に
は
己
斐
・
爆
心

地
・
三
篠
橋
・
廣
瀬
町
等
様
々
な
場
所
で
同
時
に
起
こ
っ
て
い
た
惨
劇
が
描
き

出
さ
れ
て
い
る
。
永
井
隆
『
長
崎
の
鐘

や

』（
一
九
四
九
年
一
月
、
日
比
谷
出
版
）

原
爆
投
下
の
前
日
を
描
い
た
井
上
光
晴
『
明
日
―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
。
長

崎
―

等
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
の
手
法
は
、

』（
一
九
八
二
年
五
月
、
集
英
社
）

原
爆
投
下
と
い
う
出
来
事
の
圧
倒
的
な
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
独
特
の

効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

小
沢
節
子
は
丸
山
位
里
・
俊
の
連
作
「
原
爆
の
図
」
の
異
時
同
図
法
的
な
構

．
．
．
．

〈

「

」

、

成
法
に
つ
い
て

初
期

原
爆
の
図

を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
だ
け
で
な
く

現
在
の
私
た
ち
が
原
爆
の
問
題
、
戦
争
の
記
憶
の
問
題
を
考
え
る
際
に
も
示
唆

原
爆
の
図

描
か
れ
た

記
憶

語
ら
れ
た

絵
画

二

的
な
意
味
を
も
つ
〉（『「

」

〈

〉、

〈

〉』（

と
鋭
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が
、
交
錯
す
る
複
数

〇
〇
二
年
七
月
、
岩
波
書
店
）

の
視
点
や
時
系
列
の
物
語
よ
っ
て
立
ち
上
が
る
像
は
「
実
相
」
や
「
全
体
」
と

、

い
っ
た
も
の
と
は
、
違
う
何
か
を
立
ち
上
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
視
点
か
ら
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
被
爆
者
の
証
言
集
を
読
み
込
む
と

（
中
野

和
典
）

ど
の
よ
う
な
光
景
が
見
え
て
く
る
の
か
、
興
味
深
い
。

第
一
二
回
原
爆
文
学
研
究
会
報
告

二
〇
〇
四
年
九
月
一
一
日

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
で
開
催
し

（
土
）

「

」

た

第
一
二
回
原
爆
文
学
研
究
会

に
は
約
二
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。

木
村
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

ヒ
ロ
子
が
恩
人
で
あ
る
私
に
贈
る

シ
ャ
ツ
に
施
し
た
刺
繍
が
原
子
雲

を
か
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
違
和
感
に
等
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

長
野
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

手
話
の
写
像
性
と
被
爆
体
験
の
語

り
方
や
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
可
能
性
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
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◇

研
究
発
表
１

原
爆
児
童
文
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー

木
村
功

本
報
告
で
は
、
現
在
小
学
校
の
国
語
教
科
書

に
採
録
さ
れ
て
い

（
教
育
出
版
）

る
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
歌

を
対
象
に
、
原
爆
体
験
の
記
憶
・
物
語

」（
一
九
六
〇
年
）

化
の
問
題
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
・
原
爆
を
扱
う
戦
争
児
童
文
学
の
現

在
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
た
。

実
際
に
被
爆
地
広
島
に
入
っ
て
救
助
活
動
に
従
事
し
た
経
験
を
も
つ
今
西
祐

（
一
九
二
三
〜
）

（
朝
日
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア

行

は
、
戦
後
「
原
子
雲
の
イ
ニ
シ
ア
ル
」
「

を
発
表
し
、
そ
の
後
現
在
見
る
よ
う
な
「
ヒ
ロ
シ

版
」
一
九
五
八
年
八
月
七
日
）

（
国
分
一
太
郎
編
『
日
本
ク
オ
レ
�
〈
愛
と
真
心
の
物
語
』
小
峰
書
店
、

マ
の
う
た
」

〉

に
改
稿
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
一
二
月
一
〇
日
）

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
歌
」
の
発
表
当
時
日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
目
前
に
し
た

戦
後
復
興
の
只
中
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
冷
戦
構
造
下
の
緊
張
の
渦
中
に

も
あ
っ
た
。
国
内
で
は
再
軍
備
化
に
舵
が
き
ら
れ
、
新
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ

。

、

た

ま
た
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
わ
れ
た
水
爆
実
験
と
第
五
福
龍
丸
の
被
災
事
故
は

原
爆
を
体
験
し
た
国
内
に
衝
撃
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
民
の
脳
裡
を

再
び
戦
争
の
悪
夢
が
去
来
す
る
中
で
、
今
西
を
は
じ
め
と
す
る
原
爆
を
体
験
し

た
児
童
文
学
の
作
家
達
が
、
原
爆
を
題
材
に
創
作
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
二
〇
年
近
い
時
間
の
経
過
の
中
で
、
被
爆
地
の
形
跡
が

消
去
さ
れ
た
り
観
光
地
化
さ
れ
た
り
、
ま
た
悲
惨
な
体
験
を
証
言
す
る
人
間
が

亡
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
戦
争
・
原
爆
の
記
憶
を
「
物
語
」
と
い
う
文
化

装
置
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
現
状
が
あ
る
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
歌
」
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
で
あ

っ
た
。
今
西
の
体
験
を
投
影
し
た
稲
毛
と
い
う
主
人
公
が
被
爆
地
で
赤
ん
坊
を

救
助
し
、
十
五
年
後
に
一
人
前
に
成
長
し
た
少
女
と
再
会
す
る
こ
の
作
品
は
、

悲
惨
な
原
爆
か
ら
の
「
復
興
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
復
興
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
住
田
勝
が
〈
広
島
の
復
興
」
と
い
う
名

「

の
簒
奪
〉
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
事
者
で
あ
る
被
爆
者
を
切
り

捨
て
る
側
面
が
あ
っ
た

ヒ
ロ
シ
マ
の

復
興

の
両
義
性
を
商
量
し
た
時

ヒ

。

「

」

、「

（
ヒ
ロ
シ
マ
の
子
ど
も
の
意
）

ロ
シ
マ
の
歌
」
の
世
界
像
は
「
復
興
」
と
ヒ
ロ
子

、

の
成
長
を
結
び
つ
け
る
あ
ま
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
現
実
よ
り
も
理
想
の
ヒ
ロ
シ
マ

像
を
描
き
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
「
復
興
」
の
イ
メ
ー
ジ
は

。

カ
タ
ル
シ
ス
と
な
っ
て
読
者

の
原
爆
に
対
す
る
惨
状
・
非
人
道
性
の

（
児
童
）

認
識
を
上
書
き
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
記
憶
し
問
題
視
し
続
け
る
態
度
を
阻
害
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
戦
争
・
原
爆
児
童
文
学
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
宮
川
健
郎
に
よ
っ
て

物
語
内
容
の
形
骸
化
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ル
ー
チ
ン
化
し
た
戦

争
・
原
爆
の
「
物
語
」
が
、
つ
い
に
読
者
の
想
像
力
を
喚
起
し
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
我
々
は
、
日
本
の
過
去
の
戦
争
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
現
在

の
戦
争
に
も
子
ど
も
達
の
目
を
向
け
さ
せ
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
意
識
を
育

て
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

原
爆
を
め
ぐ
る
表
象
の
意
味
は
、
常
に
「
現
在
」
を
経
由
し
た
再
検
討
に
よ

る
こ
と
で
し
か
見
出
さ
れ
な
い
。
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◇

研
究
発
表
２

被
爆
者
・
ろ
う
あ
者
・
言
語長

野
秀
樹

昨
年
の
八
月
九
日
の
長
崎
原
爆
死
没
者
慰
霊
平
和
記
念
式
典
に
お
け
る
、
被

爆
者
代
表
「
平
和
へ
の
誓
い
」
は
、
ろ
う
あ
者
で
あ
る
山
崎
榮
子
氏
に
よ
っ
て

述
べ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生
中
継
で
は
、
山
崎
氏
の
手
話
を
伝
え
る
た

め
に
、
上
半
身
を
写
し
出
し
て
い
た
映
像
が
、
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
に
切
り
替
え

ら
れ
た
り
、
顔
の
ア
ッ
プ
に
切
り
替
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
映
像
は
、
手
話
通
訳
の
音
声
を
通
じ
て
、
山
崎
氏
の
「
平
和
へ
の
誓

い
」
を
聞
い
て
い
た
健
聴
者
に
は
、
何
ら
問
題
な
い
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
が
、

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
映
像
を
見
る
だ
け
で
、
音
声
を
聞
き
取
る
こ
と
が
不
可
能
な

、

、

。

ろ
う
あ
者
は

手
話
が
途
切
れ
て
し
ま
い

理
解
不
能
に
陥
っ
た
は
ず
で
あ
る

、

、

こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
た
原
因
と
し
て
は

手
話
が
こ
れ
だ
け
普
及
し
て
も

そ
れ
は
音
声
言
語
を
手
話
に
通
訳
す
る
と
い
う
機
会
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ろ
う

あ
者
が
手
話
を
使
っ
て
情
報
を
発
信
す
る
機
会
、
ま
た
は
そ
う
し
た
場
面
が
放

送
さ
れ
る
と
い
う
機
会
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
偏
り
は
現
在
の
ろ
う
あ
者
の
社
会
的
状
況
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

、

「

」

、

そ
う
し
た
中
で

山
崎
氏
が

平
和
へ
の
誓
い

を
手
話
で
述
べ
た
こ
と
は

多
く
の
ろ
う
あ
者
に
共
感
を
呼
ん
だ
。
特
に
そ
の
中
で
も
、
手
話
教
育
と
口
話

教
育
の
狭
間
で
と
ま
ど
っ
て
い
る
、
学
齢
期
に
あ
る
若
い
ろ
う
あ
者
に
自
分
た

ち
の
将
来
像
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
希
望
と
自
信
を
与
え
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
山
崎
氏
を
始
め
、
長
崎
県
で
被
爆
し
た
ろ
う
あ
者
の
体
験
は
全
国
手

話
通
訳
問
題
研
究
会
長
崎
支
部
に
よ
っ
て
、
聞
き
取
り
と
文
章
化
が
行
わ
れ
て

（
長
崎
県
ろ
う
あ
福
祉
協
会
・
全
通
県
長
崎
支

い
る
。
そ
の
成
果
は
『
手
よ
語
れ
』、

、

、

）

（

、

、

）

部

昭
和
六
一

八

文
理
閣

平
成
七

三

『

』

原
爆
を
見
た
聞
こ
え
な
い
人
々

と
い
う
二
冊
の
本
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
原
爆
に
限
定
せ
ず
と
も
、
た
と
え
ば

南
京
大
虐
殺
、
あ
る
い
は
歴
史
上
の
事
件
に
つ
い
て
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
持
つ
意
味
は
、
歴
史
学
の
方
面
か
ら
、
様
々
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で

は
、
文
学
作
品
と
こ
う
し
た
証
言
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
と
、
私
に
は
判
然
と
し
な
い
。

歴
史
の
再
現
、
あ
る
い
は
再
構
成
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
証
言
は
き
わ
め

て
有
効
な
方
法
で
あ
ろ
う
が
、
個
別
の
一
回
だ
け
の
体
験
を
、
歴
史
に
集
約
し

。

、

て
し
ま
う
危
険
が
そ
う
し
た
行
為
に
は
常
に
つ
き
ま
と
う
で
あ
ろ
う

し
か
し

沖
縄
、
長
崎
、
広
島
な
ど
の
語
り
部
た
ち
の
証
言
が
、
次
の
世
代
へ
の
経
験
の

継
承
と
い
う
意
味
で
、
果
た
し
て
い
る
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
果
た
し

て
、
文
学
作
品
は
証
言
と
い
う
経
験
を
中
心
と
す
る
言
述
を
越
え
る
だ
け
の
力

を
、
長
崎
に
お
い
て
獲
得
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

、

手
話
に
よ
る
証
言
を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
は
皮
肉
で
も
あ
る
が

聞
き
取
り
に
よ
る
文
章
化
で
は
な
い
、
ビ
デ
オ
録
画
に
よ
っ
て
直
接
、
彼
女
の

八
月
九
日
の
証
言
を
見
な
が
ら
、
判
然
と
し
な
い
ま
ま
に
、
証
言
を
越
え
る
文

学
作
品
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
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彙

報

第
一
二
回

原
爆
文
学
研
究
会

○
日
時

二
〇
〇
四
年
九
月
一
一
日

一
四
時
よ
り

（
土
）

○
会
場

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

人
文
棟
二
階

会
議
室

○
内
容

研
究
発
表

原
爆
児
童
文
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー

木
村
功

被
爆
者
・
ろ
う
あ
者
・
言
語

長
野
秀
樹

広
島
文
学
館
の
ご
紹
介

第
一
二
回
原
爆
文
学
研
究
会
に
お
い
て
、
成
定
薫
氏

よ
り
、
内

（
広
島
大
学
）

容
更
新
中
の
「
広
島
文
学
館
」
に
つ

い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

W
eb

わ
れ
ま
し
た

こ
の
文
学
館
は

。

、

上
の
仮
想
文
学
館
で
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
、
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
可
能

で
す
。
原
田
民
喜
の
「
手
帳
」
の
画

像
等
を
は
じ
め
と
す
る
「
文
学
資
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
他

「
広
島
ヒ

、

/

（

、

ロ
シ
マ
の
文
学
を
語
る

エ
ッ
セ
イ

論
文

」
や
「
峠
三
吉
没
後
五
〇
年

）

の
会
」
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
が
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ

U
R

L
http://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/bngkkn/index.htm

l

い
「
広
島
文
学
館
」

。
編
集
後
記

九
月
の
研
究
会
の
翌
日
、
湯
布
院
に
寄
っ
た
。
本
会
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る

故
・
花
田
俊
典
氏
が
命
名
し
た
温
泉
が
、
由
布
院
の
美
術
館
に
あ
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
行
っ
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
だ
「
由
布
院
の
美
術
館
」
の

。

中
に
あ
る
ら
し
い
と
い
う
大
雑
把
な
情
報
だ
け
を
頼
り
に
小
さ
な
美
術
館
が
乱

立
す
る
現
地
に
行
っ
た
た
め
、
悪
天
候
の
中
を
一
時
間
ほ
ど
さ
迷
い
歩
く
羽
目

に
な
っ
た
。
目
当
て
の
温
泉
が
他
な
ら
ぬ
「
湯
布
院
美
術
館
」
に
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
は
足
湯
と
な
っ
た
そ
の
温
泉
に
両
足
を
浸
し
た
と
き
に

は
、
生
き
返
る
心
地
だ
っ
た
。
名
は
「
と
も
だ
ち
湯
」
と
い
う

「
湯
（
ゆ

」

。

）

に
は
、
沖
縄
の
言
葉
で
友
達
関
係
を
示
す
「
結
（
ゆ
」
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て

）

い
る
と
い
う
説
明
書
き
が
あ
る
。
目
を
閉
じ
る
と
温
か
い
思
い
が
こ
み
上
げ
て

き
た
。
原
爆
文
学
研
究
会
は
、
来
月
で
三
周
年
を
迎
え
る
。
馴
れ
合
わ
ず
、
し

、

。

（

）

か
し

心
の
通
う
会
に
し
て
ゆ
き
た
い

Ｎ
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